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という言葉は，ある英英辞典によれば，
result of long practice (長期練習の結果として，何事かを非常に上手
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と訳されていて，技術という言葉とは
1.手腕，腕前，熟練.老練，じようず，
英和大辞典j研究社)となるとし、ぅ。わが国ではふつう， q技能"
に遂行する能力〉となり，和訳すれば
区別して理解されているようである①。技能の意味を具体的に想起するためには，従弟制度における
技能(技)の伝授・訓練を頭に思い浮べてみればよいであろう。俗にいえば，体で覚えるといういい
， ? ，
???
方があてはまる。現在の社会では以前のような従弟制度の形態・方法はすでに崩されているようだが，宅
その職業領その道のプロと認められるためには，ある職業に精通し，しかしどのような職業にしろ，
域に関する可能な限りの技能を習得し，
いうまでもなドであろう。従って，少し結論めいたいい方をすれば，人間の成長・発達過程には一貫
それに習熟していることが不可欠な条件となっている乙とは
して何らかの技能の階層的な学習・発達・蓄積の過程がともなっていると考えてよいのではないだろ
、。
皇
うか。
、
生まれたての幼児が両手を動かし，物を掴もうとしたり保持しようとしたりする操り返し動作は，
それは道具の製作・使用のための重要な手操作に関する技能の形成過程を意味しているのだろうし，
さらに手操作tとともなう自の働きと物を握持したり口に運んだりする前提でもあるといえるだろう。
おそらく密接伝関係があるのだろう。従って，仮説的にいえば，技能の階層的空間的処理能力とは，
な成長・形成過程を克明にしていくことは，人間の成長・発達過程を捉えるうえで重要な鍵をわたし
このように考えると，技能という言葉そのものの概念にはかたちに提供してくれるものと思われる。
なりの編と内実をもたせて理解していくほうがよいのではないだろうか。そして，かなりの幅と内実
スキル(技能と訳しておく)を位置づけようとしたのが，私の知ると ζろではJ.S.ブをもたせて，
乙の小稿では彼のスキル(技能)観を構成している局面のひとつでもふたつルーナーである。以下，
そのひとつの手がかりとして，
でも浮き彫りにできるものならしてみたいと考えている。
ブルーナーの技能の概念についてのおおよその輪郭を得るために，
01 Ed叫cation(邦訳『教育の適切性j)の中の第7節 TheRelevance 彼の著 TんeRe'tevα九ce
forces) 
Skill of Relevanceから部分的に引用したEがら述べておζ う。
わたしたちの世界を構成している諸力 (the
the or of Skill 
わたしたちは科学を学習することによって，
たとえば自然科学的思考方法に同1れについて一層すぐれた感覚(sense)を持つことが可能と怠る。
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るζとによって，自然界の価値や精造を感得したり理解する ζ とができると同時に，自分には何かが
マきるのだという確信の感情を形成することができるのである。しかしながら，そのためには，科学
の教授，たとえば学校教育における物理学の教授に関していえば，学習者はなによりも「物理学につ
いて (aboutphysics)というよりもむしろ物理学自体を」②教えられる乙とが大切である。とい
うのは，わたしたちにとって物理学とは「思考の方法(themode of thought)J③であり，r諸
事実の収集物というよりもむしろ自然についての知識を処理するための用具であるJ④からである。
従って，物理学を学習している時~L，所与の資料・事実・情報あるいは未解決の事件，未知の現象な
どを結合し ・関係づけ ・法則化し・処理してし、く方法が，学習者によって実際に行なわれ習得されて
いるのかどうかに注意が払われなければならない。物理学についての知識を学習するばかりでなく.
むしろそれ以上に物理学そのものの動態・営為をくぐりぬけながら学習する ζ とによって，学習者は
自然界の諸現象を結合し・関係づけ・法則化し・処理する乙とができるようになるのだといってよい
であろう。このような学習のしかたにおいて，言葉の厳密な意味でのいわゆるF生きて働く知識"が
獲得されるといえるであろう 。教授=学習過程を介して，学習者は，観察された事態の表層から，次
，にその根底に潜む合法則性の認識へ と次第に進んでいく ζとになるのだが，そのためには問題発見活
動・問題解決活動の際に見られるような不断の主体的な実践活動が介在しているべきだといえよう。
もちろん.学校における教育内容とは一般的にいえば人類の文化遺産を教育的に再編成したもので
あり，このような遺産を成長・発達のための土台として学習者がそれぞれ主体的に獲得していく ζ と
が，学習活動の中心的営為で、あるといってよいだろう。すなわち， r学習される内容は最初は学習者
の外側にある」⑤。だとすれば学習者の外側に客観的に存在する学習内容(文化財)を，いかにして
学習者自身のものに内化し獲得していくのか。たとえば，物理学という学問体系が学習者と対峠した
関係にある乙とは事実である。それをどのよう氏自らのものとして獲得し血肉化していくのか。 ζの
あり方の内実に知識獲得の本当の姿を見い出し得るのではないだろうか。獲得される知識が，日々に
剥落していく付け焼刃的な知識としてでなく，全人格的な認識活動の構成要素として組み込まれてい
くζ とが大切である。
「文化の強力な諸道具を，わたしたち自身の記号的技能(s ym b 0 1 i c s ki 1 1 )の部分にすること
によって，わたしたちはそれらを自分自身の思考の道具として内的に使うことができるのである。物
理学は今や人間の知性の一操作になっており， ……それは研究主題というよりもむしろ思考の一道具
または一技能(askill)なのである」⑥。
従って，教育課程改革運動(わが国でのいわゆる教育内容の現代化運動)の基本的目標は t r物理，
歴史や絵画の鑑賞のしかたなど何であれ，その教科を生徒自身のものにすることであったし，生徒自
身の思考活動の一部分にすることであった」⑦といえるであろう。どの立ちな文私財;(教授肉容，)~と
しても，学習者がそれぞ思考活動の一部とし:て内的に自らのものeとなレdJ思騰の遁具あるいは技能冶
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その獲得過程の内して使用できる ζ とが，知識の実質的な獲得である ζ とを意味しているのならば，
実を明らかにしていく乙とは，教授=学習理論の精築にとって不可欠な研究課題といってよいであろ
つ。
ブルーナーは，知識の実質的獲得過程を解明するひとつの媒体としてスキル(技能)を位置づけ，
ブルーナ
以下に述べるように考究している。
人間の能力 (hnmancompet ence)の成長・発達を考察する際に最も基本的な前提は，
ーによれば，人聞の能力が「起源においては生物的であると同時に.それが現われるしかたにおいて
は文化的である」③ということである。すなわち人間の成長・発達に必要な潜在能力 (capacity)
そそして，は深い所ではその摂基を人類の進化・発展の歴史や生物学的なものに求めることができ，
のよう伝潜在能力を実現化し行使するためには，人聞が「遺伝としてのゲノムの内にあるのでなくて
? ? ?
???，
??
、?
、
文化の内にある諸道具や諸技術を自己所有する乙と」⑨ができるかどうかにかかっているというので
ある。ブルーナーのように，人聞は生物学的存在であり同時に文化的存在(その時代の社会経済的諸
関係を反映した文化的存在)でもあると規定した場合，人間の成長・発達の過程をたえず乙の2つの
視点から捉えることが要求されてくる。
ところで，そのようとZ研究の出発点は，人間がまだ文化の直接的影響から一番離れていると思われ
る時期，すなわち両親や周囲によって保護されている幼児期から始めることが妥当だといえるであろ
やがて思考し感情をもち一人前の人う。外見的には肉の塊の如き状態で生まれてきた人間の幼児が，
聞として成長・発達していく過程を克明に検討することが重要な研究課題となってくる。従って，r辰
より正当な意味で学習とよばれ得る状も初期の幼児期において主としてみられる生物学的適応から，
態への移行の本質をまず考察するとと」⑬が，人間の成長・発達過程を解明するひとつの手がかりを
ブルーナーの諸論文には.幼児期における発達(とりわけ知的発達に関し与えてくれるであろう@。
て)を取り扱かった研究が多いのも，前述の課題意識が強く働いているといえるのではないだろうか。
できコンピテンス(能力，力量，「初期の技能行動の組織化Jという論文の中で，ブルーナーは，
る力)⑫とは「広範囲な諸技能およびそれらの適切なる展開を内含するひとつの専門用語であるJ⑬
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と述べ，初期のコンピテンスの様式には，社会の他の精成員との相互作用を規制するもの-r社会
skills)J⑭ーと t r事物や道具そして空間的・時間的に順序正しく系列化さ的諸技能(social
れた事件の習熟に関わったものJ⑮とがあって，後者の技能を「事物操作の諸技能 (thingski 11s)J 
乙の「事物操作の諸技能」とりわけ「事物の手操作(manipulation)にプルムナーは，⑮と呼ぴ，
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関係している誇技能の早期の獲得)⑫に，彼の関心を置いている。手操作伎能の実際については，
コナリー(KevinConnolly)との共著『コンピテンスの成長J(Tんe.Gγoωtん 01
? ?
ルーナーとK.
J ..M.エリオット(J. M. E 1 1 i 0t t )とコナリーとの共同論Comp，t enC'e) 1974年出版の中の，
?
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? ?
????
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文「技能発達の階層的情造」を見ると，そ乙には，
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Cクツレープ(平均年令6.05才)の 3つのク.ループの被験者fL，手操作を不可欠に均年令4.30才)， 
エリオ ットとコともなう 6つの課題を与え，その詳細な実験および記録がなされていて興味深い⑬。
「一定の課題に関する操作的な下位常規行動を追求して，解剖学的ナリーはその研究の目標として，
さらに「操作的なな下位常規行動の組織化について発見することをめざすものであった」⑬と述べ，
ひとつの相応する構造を反映しているかどうかについて確める研究が将来下位常規行動の組織化が，
そして必要で、あり，また他の技能的課題がどの程度 ζれらの能力水準を特徴としてもっているのか，
competence)に関する特徴が見い出さどの程度，技能の力量 (skill能力の他の分野において，
れるかを確かめるためにも， 更なる実験が必要である」⑫と，実験結果を意味づけている。操作的な
下位常規行動の組織化はブルーナーのいう「事物操作の諸技能」の組織化とおそらく同義であって，
コナリーたちは，操作的な下位常規行動の組織化を技能発達の階層的精造という視点から把握しよう
「目標、を志向した技能的行動は，系列的に秩序づけられた精成要としたと思われる。ブルーナーは，
フィー素的諸行為から成る構成体 (construction)とみなされてよく，そのような行為の遂行は，
.ドフォワード@とフィードパ ック と諸結果の知識との助げによって，変動性をより少なくし，予想を
より多くし，経済性をより大 きくする方向に向けて修正されるJ⑫といい， 「われわれがある課題を
その種の課題に適した特徴分析 (task-re levant feature 行なうことに一層熟練すればする程，
一層適切なものとなるJ⑧という。analysis)は一層よくなるし，
?
このように，人間の成長・発達過程を把握しようとすれば.人聞が諸技能をどのように獲得し，
それらを組織化していくのかについての洞察が必要となってくる。「技能の獲得Jをれらに習熟し，
' 
媒介態として人間の発達一ブルーナーの言葉を借りるならば「人間の目-_=F-頭の体制J⑧の発達
?
、?
?土
ーを把握しようとする ζ とは，極めてユニークな方法といえるのではないだろうか。
技能の獲得の実現化には，必然的に人聞による対象への働きかけが不可欠であって，幼児の場合，、
??
1971年の論文ブ、ルーナーは，としてまず現われるのである。skills) それは手の技能 (hand
「私の究極的な願いは，道具を使用することによっ「技能の成長と構造」の書き出しのと乙ろで，
? ? ?
? 、?，
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1才半の幼児て人聞がどのように彼の技能を実現するのかについて理解する ζ とである」⑧と述べ，
に対して，手の技能に関する次のような課題を設定している。
the midline)次々と与えられる数個の物を手に入れる乙と一多数のI a.体の中線で (at
b.重みがあって移動できる透明なフタを持ち上げて，欲しいおもちゃを取り上げ物に関する制御，
c .衝立の後ろに置かれてしまった物をとろうとして手を伸ばるζ と一両手の相互補促的な使用.
d .大きな物を片手に持reaching)， すこと一回り道をして手を伸ばし到達する乙と (detour
それに付着しているすばらしい物を他方の手で取る ζとができる ζ と一力を入れた握り方と正ち，
、ど fφf~ ~ ~‘在L地4a t、己 . ~~. ;."司、付属片~ ".1' ，?，?• 
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‘ • との分化J⑧。
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、
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それに対して幼児たちがどのように適応してこのように手操作に関わる諸条件を変化させながら，
「人間の両手はゆっくりと成長していく組織体であって，人類と他種族いくのかを観察してみると，
ーすなわち道具使用と道具製作intelligence) とを区別してきたたぐいの手の知能 (manua1 
ブルーナーを，人聞が示すことができるまでには多くの年月がかかるJ@ということがわかると，
さらに続けて，事物操作に関する手の技能を観察する乙とを通して，技能の性質をーは述べている。
「ある発達した技能は，適切位変化をともなう秩概略次のようにいえるだろうとブルーナーはし、う。
序を含んでいて，反対に不適切な秩序を排除するような諸規則を備えて J⑧いる，換言すれば「技能
??
??
? ? ?
一組みの構成要素的・基準的行動とは，達成されるべき目標のまたは終局の状況を明確にしていて，
??
? ?
?
そのようえよひとつのプログラムであ単位的な下位常規行動を系列的に秩序イじしたものを必要とする，d .' 
る。また，機能的にいえば，系列的秩序の内で等価な諸変化が生じる乙とと構成要素的下位常規行動
その両者は言語が生産的 Cprod一の代りに諸規則を用いることとの両方が技能的活動の特徴であり，
<， 
~ 
であるという意味と同じ文脈において，妓能を生産的にする」⑧のであると。uctive) 
「食事すること，ところで，誕生後 1年聞を通して，幼児が達成することのできるコンピテンスは，
知覚する ζ とまたは注意する乙と，周囲の物を手操作すること，移動できる乙と，他の人々と相互に
このようなコブルーナーは述べている。作用しあうこと」⑩の 5つに大きく分けることができると，
ンピテンスの源泉はどこに求められるのだろうか。
人聞は直立歩行し，集団生活をし，相互の意志を言葉や表情・行動などによってコミュニケートし，
道具を作り，生産労働をじ，思考し，…というように人聞が人類としてのカテゴリーを獲得した契機
はどれも重要であり.かれのコンピテンスの生成・発展の推進力としていずれも不可欠なものであろ
??、ー ??
???
?
?，
? ?
??? ?
? ? ? ? ? ? ?
?
?
ここではそのような諸契機が人類の歴史的遺産として共通にすべての人聞に対してうと思われるが，
(類的存在であるという立場から)生物学的に受けつがれているのだと考えておきたい(乙のように
述べたからといって，遺伝決定論の立場に立つ ζとを意味しているのでなくて，むしろ生物学的に受
?
???
?
?
?
??
? ?
まさしくその人間の生存する社会的・経済的・文化的諸関係の影響けついだ潜在可能性の実現化が，
、. 
乙の前提を認めるならば.f人に深くまた強く依存するものであることはいうまでもないのである)。
. 
『
間の幼児は種々の生物学的はたらきによって装備されているJ@のだというブルーナーの見解から出
「初期の学習は，類的に特有な遺伝学的指令ブルーナーはいう。発しでもよいのではなかろうか。
、
instruotions)を反映している前適応 (preadaptation)という大きな要素をもっ(gene t i c 
一やがて，それは極めて柔軟な前適応であり，練習を通して現われる初期の行動の型は，ているが，
" 
• 
層遠く離れたまたは一層複雑な目標に方向づけられた新しい行動の型のための梼成要素となるJ@の
人間はその類的遺産を，生物学的(前述したような意味での)に潜在可能性として個々であると。
人の諸務官民埋め乙まれて生まれてくる。そういう意味で人聞は動物と違ってすでに柔軟な前適応を
、
• 
具備しているのだといえよう。人類が歴史的に形成・発展・蓄積してきた類的に特有なあらゆる特質
? ? ? ? ?
?
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は，すべての人間に対して生命の誕生と同時に潜在的な可能態として継承されていると考えられる。
その例証として，貴.重u資料ではあるが非常に不幸な実例であるところのいわゆる狼っ子をあげるこ
とができょう@。潜在可能態として生まれてくる人間の幼児が，その可能性を現実のものとして開花
していくためには，幼児期における周囲からの意図的で愛情に満ちた種々の働きかけが必要である。
そ乙での相互関係をく ぐりぬけながら幼児自身が彼の自己形成力を懐胎し強靭なものにしていくとい
う活動が必要であろう。幼児自身の自己形成力とは換言すればまさしくできる力(コンピテンス)の
育成とその発達であり，できる力と技能との関係構造からいえば，ブルーナーにおいては技能の獲得・
習熟はできる力を構成する単位(核 〉として位置づけられているのである。たとえば，幼児期におけ
る事物操作の技能 (t h i ng s k i 11 s)の獲得・習熟は，事物に関するできる力〈例，道具の製作や使
用)の基本となるものである。初期の技能行動について，ブルーナーは次のような見解を示している。
「初期の技能行動tとみられるたくさんの順次性 (orderliness) は内的な生物学的諸源泉に由来
していて，その順次性は環境によっていわば形成 (shape)きれはするが組み立て (construct)
られる ζ とはなしづ@と，まず前適応的に装備された生物学的存在としての人聞についてのべ，次~[， 
「初期の順序正しい技能行動は，実質的には環境内の適切な対象物によって解発(release)される
⑧のであり，適切な刺激の諸条件によって与えられるのであるJ⑩と，初期の技能行動の形成におけ
る外側からの働きかけを説き，そのような相互作用関係を介して，やがて諸行為は高次の技能行動へ
と発展するのだが，端的ないい方をするならば， r技能的諸行為 (ski11edacts)は.構成要素的
下位常規行動の系列的発達によって組み立てられるJ@ということができる，とブルーナーは述べて
いる。
乙乙で少し視点を変えて，ブルーナーの技能が，彼の研究の中でどのように位置づけられているの
かを知るために，ブルーナーの諸論文を 5つのテーマ⑧に分類・整理して， r与えられた情報を越え
て~ (Beyo九dthe 1πformat io九Give九〉という一冊の本に編集したJ.M. アングリン
( J er em y M. An g 1 i n) の捉え方をみておきたいと思う 。かなり長い引用になるが次のように位置
づけている。
「教育に関する研究と児童期における表象の研究との両者によって，ブルーナーは幼児の研究との
両者によって，ブ汐ーナーは幼児期における技能の成長ーすなわち彼の研究の第 6の局面⑨ーの
• ?
?
研究へと導びかれた。また彼は教育の研究を通して，学校が社会化の代行者の役割をもっという ζ と
に加えて，生徒たちに基縫的な諸技能を提供すべきところであるという確信を持つに至った。そのよ
うな示唆を実行に移すために明らかに先立勺て必要な乙とは，技能的行動の起源と発達を研究する ζ
とであった。さらに，ブルーナーは年長児の発達を研究する乙とはよって，. 3才までには子どもがす
でに重要な知的力量 ~ínte11ectual comptence)を達成してしまうという確信を得たのである。
人間の認知の起源と問題解決に関する最も初期の形式の性質とについて知るために，彼は幼児期につ
~6-. 
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いてもっとよく観察しようと決意した。
上述の研究はまだ進行中であって，本書で提示されている例が，乙の研究課題に対するブルーナー
の最終的言明であると考えるべきではない。それにもかかわらず，人間の技能の発達と構造に関する
ユニークな理論の諸要素を伝えるために，上述の研究主題は十分に開発されてきたといえよう。 ζの
ような研究方法の最初の輪郭は『認知成長の過程一幼児期-j (注，邦訳『幼児の認知成長過程J
平光昭久訳，繁明書房〉に現われたが，その本は， 1968年にクラーク大学でなされたハインツ・ウェ
ルナー記念講義シリーズでの彼の講義録である。幼児期の研究の初めから，彼は，諸技能と一般的な
意味での問題解決との共同性 (communali ty)を強調してきた。ある技能の達成は，ある課題をう
まく完成させると思われる可能な系列的順序を詳細に明記している意図的計画 (in仇 ntion)によっ
て導びかれると考えられている。技能的行為の諸構成要素は，もし意図的計画が果される乙とになれ
ば，上述の系列的順序のうちの 1つに編成されるにちがいない。複雑な諸技能は，より一層単純な構
成要素的技能の統合を通して，幼児期にゆっくりと習得されるのである。J⑩
アングリンは，技能(とりわけ幼児の技能の問題に対するブルーナーの研究姿勢を以上のように概
. 
説している。
アングリンがいうように「複雑な諸技能は………幼児期にゆっくりと習得される」わけであるが，
そのような技能の習得および発達が幼児の成長にとって，運動的においても不可欠なものであること
は察知できる。では，一体.技能の成長という実態を幼児自身の側から見た場合，どのようになって
いるのか。ブルーナーは，.人聞の幼児が活動的存在であることを強調して次のようにいう。 i人間の
幼児は，彼をとりまく世界の中にある規則性と不変位様式とを見つけ出そうとして，活動的である。
ピアジェが教えているように，幼児は類のない程に人間的なしかたで活動的で、ある。すなわち，経験
を，時間・空間・目的・原因・他の関係様式といった類的に特有な概念に変換(convert)するので
あるJ@と。と乙ろで，幼児がっくりあげる世界に関する概念は，彼の行動の形態に基礎づけられて
いて， i経験の初期の組織化は感覚の諸組織系統を通しての刺激の入力に依存するばかりでなく，そ
• 
• 
の入力に働きかける行動の機会にも依存しているJ@のである。たとえば，ブルーナーは，幼児にお
ける吸乳活動と見る行為との関係についての実険⑬から， i幼児の吸乳活動には，早くから現われ，
J 動は，発織からすでiと予怨的な活動なのであり，みずからを複線的な諸活動のなかに位置づけること
3 ができるような状態をめざして最初から運動していく J@活動である乙とを引き出し，人間は「生後
8ヶ月にもならねうちにもう，その吸乳活動は，摂食や鎮痛や探索など，生まれる以前から決定づけ
られている数個の機能を果たすだけでなくて，さらにそれは進化によってあらかじめ決定づけられた
ものとはとうてい考えられないところの，任意の目的のための手段として吸うという知的な手段的活
動に転化する乙ともできるものであるJ⑩との解釈を試みている。経験や刺激を受動的に受けいれる
， 
• 
キ， 
~ 
間もなく変容されていくと乙ろの適応の可能性が存在するという乙とJ@，従って t i人間の吸乳活
-7-
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のでなく，むしろ人聞は与えられた経験や刺激を積極的に意識的に複線的な諸活動の中に統合しよう
• 
d 
• 
とする活動的存在である ζ とが幼児期においてさえ認められるというのである。人間はその誕生時か
「当初においては，反射的または本能的に生じるノマターン化ら活動的であり意図的である。従って，
それは意図的行動に変された行動でも，幼児が自分自身の行為の結果を観察する機会を得たならば，
ウェルフォード (We1 f 0 r d， A. T. )は，技能について分析した結果，換されるのであるJ@。また，
「一組みの与件が，意図的行動を遂行するための必要条件K変換されるとしづ課題変形過程 (task
translation process)があるJ@と提案しているが，以上の文脈には，人聞が自己を取りまく
環境の中から与えられる入力・刺激・情報などを意図的に選沢し，それを自己の意図的行動の必要条
件として変形・整理・精成し，課題を遂行していく力〈潜在的にしろ顕在的にしろ)のある乙とが述
乙の意識的えよ課題遂行過程に人間の行動の成長・発達の諸契機を捉える
乙の過程の実質的または具体的な構成要素に技能を位置づけることができょう。 ブルー
べられていると考えられる。
乙とができ，
「技能一意図したことを遂行する際の技能ーの獲得のまナーにいわせば，人間の行動の成長は，
「行動を柔軟で予知的なものにし，新わりに組織化されるJ@)のであり，またそのような技能とは，
-しい学習に対して関かれたものにする知識 (knowledge)のζ とを示唆しているJ@のである。
が国では，技能という言葉は，例えば自転車にのれるといったような，物事を行なう腕前の乙とを表
わ
• 
ブルーナーのいう技能(skill)には，普通の意味での技能を含みながら，わすのが普通で、あるが，
さらにそれよりもより広い幅と濃い内実とを具備した意味において.すなわち知識(認識)や成長と
の関係で捉えていかねばならない側面が強いようである。
、
人間という有機体は，適当な効果器 (effector)に対する神経系統の発射によって運動が生み出、
" 
その運動の発生はまた「見越し発射 (acorollary dischar広e)すなわちフィードフされるが，
ォワードによって，神経組織の多くの他の部分に対して広く信号で知らされるJ@)といわれ，見越し
「修正活動は，発射には「意図された行為のコースに関する明細事項が含まれているJ(@。従って，
遂行された行為と最初に明記された行為との食い違いを基礎にしてなされうるー乙れを神経生理学
として言及してきた乙とと必要値 (S0 11 we r t) 者ベルンシュテイン (1967)が事実値(Istwert)
「神経環状作用(である~ J@のである。かくて，人間の成長・発達の過程と構造については，
、??
??
?
?????
? ? ? ?
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? ? ? ?
、?
?
????
??
? ? ?
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100 ps.)のもつ予定行動上の有意味さJ@の立場から心理学者の関で、も注目される乙とと(neura1 
「最も単純なった。神経環状作用は，人間の行動の階層的矯築に際して基本的な役割を果していて，
それが期待された結果の規準で検討され，次にその初歩的行為が一層高秩なレベルでの行為で、さえ，
その生
序の行為に結合されるならば，そのようにしてできた一層秩序の結果は下位の行動のための規準とな
るJ@のである。人聞が生物学的存在であり文化的存在である乙と， そしてすべての人聞は，
命の誕生と同時に人類が蓄積してきたすべての遺産を共通に潜在可能性とレて保持している仁主Kワ
いては，すでに述べた通りである。人間化へω・成長・発達の過程を意図際尽 u 自発的f~'.， 活動的K挽
• 
、~ . ，暑
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みはじめる ζとができるだけの可能性を人聞は内在的に装備されている。自己の環境に対して前適応
性を持っていて，種々の活動を通して環境との相互変革過程を遂行する乙とができる。ところで，乙
のように人間を生得的な潜在可能性をもっ生物学的存在として捉えること自体は，人間の成長と発達
を知る上で，重要な手がかりを与えてくれるであろうが，実は乙の立場からだけで捉えきれない存在
である乙と，むしろもう一方の立場から，すなわち文化〈社会経済的諸関係の総体としての )の内に
生まれ育ち発達していく存在であることからのアプローチがなされなければなら伝いだろう⑨。しか
し，乙の小稿では文化的存在としての立場からのアプローチは残された課題としておきたいと思
つ。
、
人閣の幼児は，適切な環境(人為的および自然的)があればある程，対象に対して活動的となり.意図的
となり.対象との不断の相互作用関係をもつことができる。そして，そのような発達の諸条件を自己
の内部の主体的諸条件に屈折させながら，そこで生じる内的諸矛盾を発達の源泉としていく，そのよ
う伝可能性をもった存在である乙とは推察する乙とができる。
と乙ろで，-最も単純なレベルで、の諸行為で、さえ，事物の操作技能の熟練化の過程において(その過
程にはもちろん，ある課題の遂行・達成という目標、が意識されているのだが)，より 一層高秩序の行
為の水準K達するための構成要素となっていることも見のがせない。従って， I技能的行動を獲得す
るということは，種々の構成要素的技能のヒエラルヒーを組み立てる ζ とだと考える ζ とができる」
@が，乙の場合，ブルーナーは「行動 (action)を導びいたり修正したりする ζ とは， 全体的な目
標K対して，機成要素的諸行為 (acts)が適しているかどうかを検証する不断の課題分析 (t ask 
analysÍs) によって行なわれるJ~として，課題分析が技能的行動 (skilled actionまたは
competent aetion)の獲得にとって重要な役割を果していることを指摘している。課題分析とは，
一般には問題解決または思考に関するひとつの特徴と考えられているけれども，ブルーナーによれば.
fある所与の状況の中で，ある特定の目標を達成するために必要とされる乙とを知覚する乙とJ@で
あり， i注意 Cattention)をプログラム化する特定の方法，すなわち，注意の選侭過程が，意図し
た結果の成就に関係する諸表示の特徴に対してどのように方向づけられるよろになるのかを探究する
乙とJ@であると説明している。乙のような課題分析が技能的行動の獲得過程に介在しているとブル
ーナーはいう。従っ，て，行動と注意とは結合関係にあり，また注意の選沢活動とプログラム化活動と
はおそらく思考活動に関係していると考えられるから，行動と注意と思考との三者は不可分の関係に
あると推察してよいだろう。従って， Iわれわれが伎能的行動在学ぶとき，また運動技能の水準であ
ろうが知的技能の水準であろうが，問題の解き方を学ぶときには.特定の解決を学んでいるばかりで
なく，むしろ解決の類(clas8eoof 801utions)をも学んでいるようであるJ(@という場合の
ブルーナーの妓能的行動が，日本語でいう技能の意味と同じでない乙とがわかるであろう。解決の類
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をも学んでいるようだと彼が述べていることから，
スキル
るいは一般的な転移力に近い概念として技能を用いているととが推測できる。だとするならば，技能
あコンピテンス〈できる力〉にかなり近い概念，
の獲得が人聞の成長において欠かす乙とのできない営為であることも認めぎるを得なし、。ブルーナー
「子どもの成長は，遂行しなければならない課題に適した技能を彼が習得することに依存しはし、う。
ている」⑬と。
そして，その技技能的行動は構成要素的技能がヒエラルヒー状に組み立てられて達成される乙と，
能は知識一行動を柔軟で予知的なものにし，新しい学習に関かれているような知識ーとの関係に
さらに，意図や注意や課題分析を不断に介在させて技能的行動が組識化おいて捉えられている乙と，
action)はコンピテント行ζのような文脈をふまえて技能的行動 (skilledされていく ζとなど，
動 (competentaction)として捉えられ，次K述べるように技能(skill)は能力 Cability)
と同義に位置づけられている。
D. R.オルソンとの共同論文「経験を通しての学習とメディアを通しての学習J@)ブルーナーは，
• 
ブルーナーのと技能 (または能力)とについて次のように説明している。で，知識 (knowledge)
技能観を知る上で大切だと思われるので，長い引用になるが訳出しておきたい。
「わたしかちは，実在についての像をもっているが，その像はわたしたちが実在に働きかける行動
• 
によって片寄ったものにされ，また統制されている。すなわち，知識 (knowledge)はいつでも人間
そのような活動を通して獲得されの行動の何らかの形態を通して仲介され明らかにされる。しかし，
7 
るどんな知識でも 2つの局面があることに注意したし、。すなわち，世界 (theworld)についての情
??
，、
? ?， 
activity)についての情報と報(i nf 0 rma t i on)と，知識を獲得する際に用いられる活動 (the
の2つである。比喰的Kいえば，椅子氏座わるということから，椅子Kついてーの情報と座わる乙とに
乙の区別は，知識と，技能または能力という言葉ついての情報とが学ばれる。通例の言葉を使えば，
で表わせる。従って，経験を通して明らかにされる 2つの型の不変量(invariant)がある。 (1)異
なった活動にもかかわらずそれを越えたと乙ろのほとんど不変な一組みの特徴は，事物や事件の構造
その特徴によって事件や事物についての知識が構成されるの的または不変的特徴として考えてよく，
である。(お同様に，異なった事物および事件にもかかわらずそれを越えて遂行される場合の不変なー• 
???
、?????
? ?
?
?
? ? ?
????
「
?，?
? ー ?
?? ? ?
、????
?
??
??
?? ? ? ?
?
??
組みの操作または構成要素的行為は，活動自体の構造的基礎すなわちわたしたちが技能および能力と
呼んでいるものと考えてよいであろう。知識は自然的・社会的環境の不変量を反映していて，技能ま
わたは能力は種々の活動が行なわれる媒体の構造または遂行領域の構造を反映しているというのが，
、たしたちの仮説であるJ@。
以上の引用部分を要点的にいえば，活動を介して得られる知識〈情報〉には2つの局面，すなわち
知識(狭義〉と技能〈能力)とがあり，前者は自然的・社会的環境の不変量を反映し，後者は活動の
とζろで，人聞が知識や技能を得るのは直接的経遂行領域の構造を反映しているということになる'。
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験によるばかりでなく，間接的経験によってもまた得るのであり，学校教育においては間接的経験す
???
?
、
つまりメディアを通して伝えられる情報」⑧がその大部分を占なわち「象徴的K信号化された情報，
めているといえよう。従って，直接的経験と間接的経験とは，人聞が知識や技能を獲得する際の2つ
の活動のあり方と考える ζ とができる。直接的経験は実際の具体的な行動を介してなされるものであ
ブルグラフなどを介してなされるものである。たとえば活字，映画，メディア，り，間接的経験は，
• 
(認in Cogn三tt;v e Gγowth ーナーのいう乙の経験様式は，すでに 1966年出版の共著Studies
representation) of forms 知成長の諸研究)(@で，認知発達における 3つの表象形式(three
3つの経験様式(three として，動作的表象，心像的表象，記号的表象を示したことに対応していて，
action) として位置づけられている。すなわち，直接行動(directexperience) of modes 
sys tems)の8つである。と乙ろで，すべての動物が偶モデルCmodels)，記号体系 (symbolic
experience)から学ぶ ζ と，霊長類が大人の行動の観察(observati∞) 発的経験(contingent
experience)から学から学ぶ乙と，人類が象徴的に信号化された経験(s ym b 01 i c a 11 Y c0 d e d 
乙のようなそれぞれにおいて特徴的伝ことである⑧。人聞はその時の発達段階に応じて，ぶことは，
「異乙ζで注意しておかねばならないことは，8つの経験様式.のそれぞれを選びとって学んでいく。
それぞれが発なった経験様式はそれぞれが明らかにする知識に関しては一点に向かわせるけれども，
3つの経験段式に向かっ達させる技能に関しては分岐したものになっているJ@ということである。
ていく知識とは，共通の根底的構造のこと，換言すれば「実在についての一貫性のある一般化された
• ブルーreality)J⑮の ζとである。conception of and旨eneralized概念 (acoherent 
structures)J @の「表面的諸構造(surfaceナーはとのよう伝構造あるいは概念に対置して，
「形態上で異なった経験様式は，種々の教授形態を含みながら，概念を用いて次のように述べている。
知識の共通な根底的権造に対して特定のしかたで関係している電電表面的諸情造"と考えてよいであろ
うJ@と。従って，種々の教授形態を含む異なった 3つの経験様式〈表面的諸精進〉から知識の共通
ブルーナーがいうわれわれが課題とすべき ζ とは，な綬底的梼造へと認識が進んでいくのであれば，
• 
ように{種々の教授形態すなわち表面的諸構造における情報の構造を可能なかぎり明確にすることで
あり， それらが上述した綬底的構造とどのように関係しているかを知るとと」⑬である。と ζろで，
そのいブルーナーは，知識と技能を獲得する教授=学習の基本形態として次の3つをあげているが，
ずれも，経験の8緩式すなわち表面的精造と対応したものであって， (1)偶発的経験による学習t (め観
by d 0 i ng) "しかた， (2)，ま電電一致察による学習であり f (1)は“なすことによって学ぶ(learning
することによって学ぶ(learningby matching)"しかた， (8)は“教えられるととによって学ぶ
told) "しかたであると説明している⑬。以上の文脈から.それぞれの教授=学習(learning by 2ι 
しか形態およびそれに関係した表示の機式は「准験に関する異なった表面的諸梼造を反映していて，
もその槙底においては情報のまたは知識の構造を共有しているのである」⑮。人間の諸活動およぴ諸
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その構造はいわゆる一般経験にみられる 3様式〈表面的諸精造)がその根底において共有する構造，
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しかし，今まで述べてきたように根底的構造ヘ到る道的な基本的概念として獲得されるのであるが，
は少なくとも 8つあるわけで，例えば，縞馬についての知識の獲得のしかたについていえば，直接実
というように結果としての知識の点からい物を見ること，写真で見ること，説明を聞いて知る乙と，
えば共通なものがあるにしても，知識の獲得のしかたにおいてはかなりの相違がある乙とが分かる。
それぞれの人間のその時の成長・発達過程に関わる種教授=学習形態として，いずれが肯か否かは，
ブ、ルーナーの論調から推察できるように，々の外的・内的諸条件によって決められることであろうが，
知識と技能との統一的視点からアプローチする ζとが大切であり，換言すれば，伝達される世界に関
する知識と媒体構造の習得にかかわる技能とを区別して把握しておくことが必要であろう。従って，
どのような教授形態も一つだけでは不ある意味で，「十全で、完遂的な力と効力を達成するためには，
完全なまたは不十分なものなのであって，結局，知識は学習者自身の経験と結びつけられて」⑮いな
「知識を伝達したりければならないといえる。それ故に教授方法の選択に際して注意すべき乙とは，
発達させたりするための手段の有効性にだけ依存するのでなく，教授の方法の選択は，知識獲得の過
skills)に与える効果にも依存しなければならないJ⑫と，，程で発達させられる知的技能Cmental
乙のような知的技能こそが知性 Cintelligence)であると位置づけている。
skills)との関係を抜きにして，人
間の知的な成長・発達および教授ニ学習形態を論ずる乙とは以上の論脈から妥当でないことであり，
いわゆる電電わかること"と((できること"との統ーも，知識と技能との関係構造および教授構造を明
らかにする過程で実質的に可能となってくるといえるであろう。知識偏重主義，知識肥満児などとい
う非人間的な響きをもっ言葉も，厳密に正しい意味での知育のあり方を問うていけば早い時期に解決
できるのではなし、かと思われる。そのためのひとつの手がかりとして今まで述べてきた技能の問題を
人間の発達・教育の問題としてきちんと位置づけていくことが考えられてよいのではないか。最後に，
ブルーナーの言葉を引用しておこう。
「技能を無視する ζとは，技能が知識を獲得したり使用したりするための主要な道具であることを
忘れる乙とであるーそのような道具乙そは子どもの将来の自己教育にとって決定的に大切なもの佐
のである」⑮。
引用文献と参考文献
岩波小辞典『哲学』粟田・古在編 (1972)によれば，技術とは「基本的には物質的生産技術を意味するが，それ① 
に準じて他の領域にも広く用いられ，政治・軍事・音楽・文学などの技術という乙ともγわれる。普通に技術とい
われるものには知識として伝達可能な客観的なものと個人の熟練によって到達されるものとがある。後者は勘とか
ブルーナーはいい，
獲得される知識と発達させられる知的技能Cintellectual
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骨といわれるものを含み，技能ないし授備とよばれるもので，厳密な意味での技術は前者をいう。 J(p.41) と
して，技術と技能との概念区分を行なっている。
② Bruner，J・S.， The R.tlevance of Eぬωttm，Nortoa&C0・， 1971， P.109・
③ Ibid.， P-I09. ④ Ibid.， P .109. ⑤ Ibid.， P.lll. 
⑥ Ibid・t P. 113. ⑦ 1 b i d .， p.113. 
③ Bruner， J・S.，T.んelたgimtπgsQf 1ηiellectual Skill， Delivered as the Ciba Foundation's 
25th Anniversary Foundation Lecture atτ'he Royal College of Physicians， London， 19 June 
1974， P.1. 
⑨ 1 bi d.， P. しなお，ブルーナーの文化観については，拙稿「ブルーナーの文化論J(佐藤三郎訳編『人間の教
育j誠信書房， 1974，所収〉を参考されたし、。
⑬ 1 b id.t P. 2. 
⑪ たとえば， Jhon L.Phillips，Jr.はその箸TheOrigins of Intellect:Piaget's Tht.ory ( r知能の起
源 ビアジェ理論 J) W.H・Freemanand Compapy， 1969.のP.11で「ピアジェに基づいた知能の発達
における諸単位Jとして，次のように図式化している。
感覚運動的時期 -6段階
レテeィメイド
即製品的感覚運動のシエマを働かすこと
第一次的な循環的反作用
第二次的な循環的反作用
第二次的なシエマの調整
第三次的な循環的反作用
• 
知的諸結合を通しての新しい手段の発明
具体的操作の時期
サブ~)オド
前操作的は下位期間
具体的操作の下位期間
形式的像作の時期
0-1ヶ月
1 - 4ヶ月
4 - 8ヶ月
8 -12ヶ月
12 - 18ヶ月
18 - 24ヶ月
2 - 7才
7 -11才
11 - 15才
⑫ Competence (コンピテンス)の訳語については，佐藤三郎氏が『授業研究JNO・148，明治図書. 1975の
「ブルーナー「できるカの成長」から学ぶJという論文において，電電できる力"として訳出し，詳述しておられる。
⑬ Bruner，J・8.，“Organizationof Early Skilled Action，"inChildDevelopment， 1973，44，1-llt 
p. 1. 
⑭ Ibid.，P.l・⑮ Ibid.，P・1 ⑬ Ibid.，p. 1・⑫ Ibid.，P.l. 
⑬ TんeGrωtん01Competence， Edited by Connolly，K・ J.，and Br凶 er， J・S.，Academic Press， 
1974・ 乙の実験で用いられた器具は， r:旋回する仲の内部に 1つの箱をのせた 8インチ平方の仕切り籍」からで
きていて，乙れは「プリオがスウェーデンで製作したラパリンス・ゲームという市販のおもちゃを改造したもの」
で. r箱の隣り合った2つの1M'ζ取ち付けられた 2つの取手を回転させる乙とによって傾ける ζとができるJ
〈以上， 1 b i d.， p. 146)ようにはっている。また， 6つの課題というのは，・課題 1，自由遊び，課思2と課題3
無制限の対角線，際題4と練題5.制限された対角線，課題6，一連の操作(i b i d.， p. 148の図を参照のζと)
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入力変数を補償す「出力変数に影響を与える妨害が予測されて，feedforward (フイ f ドフォワード)とは.@ 
??
? ? ?
である。る変動作用が生みだされる制御の方法の乙とJ(Ibid.， T，んe0，.0ωtんofCom:petence， p.138の注)
端的にいえば.見越し制御といえるのではないだろうか。
S k i1 1 e d Ac t i 00，" p. 5. Bruner， J.S.，“Orgaoization of Early @ 
Ibid.， p.1. ⑧ Ibid・， p. 5. @ 
introduced by Anglio Brune r， J ・S.，Beyond tんバザoγmatioπCω仇 selected.edited， and ⑧ 
Inc. New York， 1973， P.245. J. M.， W.W. Norton & Compaoy. 
Ib id.， p.247. ⑧ 1 b i d.‘p. 246. @ Ibid・， pp. 245 - 246~ ⑧ 
Ibid.， p.247. ⑧ 
Sk i J 1 ed Ac t i 0n， " p."Orgnanization of Early Bruoer，J.S・3@ 
Br une r， J・S.，1'，んeBeginniπ.gs Of Intellectual Sk-t:ll， p.2. @ 
Ac t i 0 0， " p.2. "Orgaoization of Early Skilled B r u n e r，J. S.， @ 
1976)の中で.次のように述べている。ポール・ショシヤールはその著 『言語と思考j(吉倉光訳，白水社，@ 
それは狼にとらえられた子どものばあいで，「観的実験とは反対に動物のほうで人聞を非人間化する乙ともある。
その習性を覚え乙んでしまった。動物を乙の子は人語を話す乙とはできなかったが，完全l司良の社会民溶け乙み，
E 
乙の子の非人間化はその比ではなくじつに徹底していた」人間化する乙とはきわめて皮相的にとどまっているが，
「この子(カマラの乙と・・・山本)また，(p. 31)と述べ，人間のもつ柔軟で可塑的な前適応性を指摘している。; . & 
乙れは子どもに模倣能力のあった証の生活は孤独で・はなかったが.動物の中だったので，行動は非人間化された，
t 
‘ 
拠である。不完全ではあったが，人間の解剖iζ適合しない痕の生活にじつによく適していた乙とに注目すべきだ。
そ乙iと知能の存在が立証されるJ(p. 93)として，人間の知的潜在可能性の存在を証明を明らかにしている。
.ー Action，" p. 9. Skilled Ear ly “Organizaもion 0 f Bruoer， J.S・3⑧ 
releaserをreleaseの訳語については，ポール・ショシヤール著 『言語と思考Jの訳者である吉倉範光氏が，⑧ 
「本能しか知らぬ動物は，情況を包括的K判断する乙と次のように訳していると乙ろから借用させていただし、た。
乙の刺激を反応を解発するもの e'vocateur，releaserと
名づけた。感覚は完全なのに，ほかの刺激にはまったく感応しないのであるJ(p. 19)。
ができないで.一定の刺激に応じた反応しか示さな~'0 
乙のような reLeaserを周囲(とりわけ両親)から与えられる乙とが，初期とζろで，人間の幼児の場合でも.
「とにかブルーナーは次のように述べている。の生物学的状況から脱皮していくうえで重要な乙とであるとして，
conf igurat i 00) ，さらに彼女の独得の徹母親の心臓の鼓動，顔および特lと両方の自の視覚的配置 (visualく，
笑，彼女の音声および話す速度の音韻論的特徴などの非常に豊かな releaser・(解発刺激)を，人間の大人(母親
やそれに代わる人)から与えられ，その刺激に基礎づけられて，幼児の内部の生得的伝既製品的初期の反応体制は，
まもなくひとつの非常に復雑えよ共同の期待体制iζ変換 (c'Onverも)されるのであるJ(Brune r， 1:μ Be gt.rmings 
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⑧ 5つのテーマとは・知覚・思考.幼児の伎能・児童期の表象，教育の乙とである。
⑧ アングリンは・ブルーナーの研究成果を大きく 6つの局面において促えている。すなわち， r世論，知覚・思考・
教育，児童期の表象・幼児期における伎能J( Br u D e r， Beyo nd tんe1π，/0何 ωtionGiven， ア/グリン序文，
p. 1. )の6つである。
@ B 刊 ner， J.Sふ" Be元勾y伺dtんμ~ 1ザtf07作7丸nati切t
@ Bft叩 er，J. S.， T口ん~&元勾タ〆lnn協る，i九i九タρξ oザ'1InぱItμeμJμte釘Cωat5以kピμJt， p.4. 
@ Ibid・1・5.
@ ζの実験の詳細については，ブルーナー著f幼児の認知成長過程J平光昭久訳. 明書房. 1971を参照された
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管 送乳ポンプ
負の圧力
伝達装置
配
ORASON-
STADLER 
(謀長動調)
参考までに，吸乳実験装置の図を示しておくと，左図
‘ 
乳くび 正の圧力
伝達装置
ポリグラフ
多脈動向時
記録装置
(p. 22)のようになっていて，さらに，カルニンズ女史
は，スクリー ンiζピントの合っていない映像を写し.幼
児がゴムの乳くぴを吸うと絵のピントを合わせることが
できる装置によって実験を行なっている。
• 
• 
図注
-正の圧力・・・ゴムの乳くびを姉してしゃ
ぶって飲む場合
・負の圧力・・・ミルクをぐし、ぐいと吸い乙
ひ場合
乙の実験lζ関して，ブルーナーは次のように書いてい
る。 r生後6週間の幼児にみる典型的な学習は，まずは
じめは吸う乙とによって絵のピントを合わせる乙とをお
ぼえるでありましょう。と乙ろが.ピントが合うやいな
や，見る乙とによって吸う乙とが制止されます。すると
絵はふたたびピンぼけの絵にもどってしまいます。乙のジレンマが解決されるためには，絵のピントが合うときま
で見る乙とをしないで吸っていき，ピントが合ったら見て，またちょっとの間吸うようにすることです。と乙ろが
幼児は，吸うことをやめたために絵がぼけはじめると.すぐに絵から注視をそ心けてしまいます。やがて少しずつ
ゆっくりと，吸う乙とと見る ζ ととをつづける時間量が泊してきますJ(PP. 85-86)と。
@ J・8・ブルーナー著f幼児の認知成長過程j平光昭久訳，繁明書風 1971. P.86・
@ 同上書. p. 86. @ 同上書，pp. 86 - 37. 
@ Bruner， J.B.， “Organization of Early Skilled Action，"P. 2・
@ Ibid.， P.4. 
@ BrUDer， J. S.， “Pattern8 of Orowt.b"，An Inaugural Lecture del ivered before the University 
of O.l(ord OD 25 May 1978， O.lford at the Clarendon Press，1974， P.4. 
@ Ibid.，P.4・⑪ Ibid.，P.8・@1 b i d.， p. S. 
o IstwertとBo11 we r tとについては・前掲'のBrune r， Bt:yond the 1 nform必ずonGtven，の pp.249 -
2ωで，ブルーナーがベルンシコタイン自身の著書， Bernstein，N・A.，The Coordピ仰がonand R~!J.Ú必ず侃
01ルvemem， London : P tr SUmon， 1967から引用した健所がゐるので多照されたL、が.そこにおいて.lstwert
は thelaetual yaloe. (事実値〉または討18t in fact resul ted (実際民生じた乙と)であり t 1 wと略
記されており. 80 ll..e r t は thereguired value8 (必要健)または whatW8S intended (意図された乙と)
であり.Otrと鎗配8れているo t た，ペルンシコタインのモデルI~次の図の還りであって， IwとSwとはComparato r 
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(比較測定器)で認知，判断される。
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Brain 
Corrections 5 1/ ムw&code r I、
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&gul ator Contorol 
、
Comparator / 
e 1 emen t 
/ 1¥1 T、
Contorof 、 Iw レ
Energy、 Motor 、
〆 effector / 3 
Receptor 
/ ト、
¥ Wo r k in g 0 r g a ~ 
/ instrument~ object 
5・・・記録器4・・・比較測定器，8・・・受容器，
e f G r owth'LP・8.
2・・・制御中枢，
" Paもterns
1・・・運動効果器，
6・・・調整器
Brurer， J.S.， 
図注，
@ 
‘ 1 b id.， pp. 8 -9. @ Ibid.， p.8. @ 
「教育1970.の中で，脳の発達と教育との関係について，時実利彦氏は，その著『人間であること』岩波書庖，@ 
の目的は，人間形成であるから，神経細胞を人間としての精神をもち，人間としての行動ができるようにさせる乙
とである。従って，神経細胞の配線の過程である脳の発達に即した育成がなされると乙ろに，保育，教育の科学性・
近代性があるはずだJ(p. 32)として，脳の発達に即した教育を強調しながらも，決して遺伝的立場からの脳の発
1967年 9月にパリのユネスコでなされた達観に留まらず，環境，文化，教育などの重要性にアクセントを置き，
「現在の生物学的な知の声明の一条文を引用して Lどる。「人種および人種的偏見に関する専門家会議J
識によれば，文化的な業績は遺伝的な可能性の相違に起するものとする乙とはできない。異なる民族の文明の相違
は，単に彼らの文化史によるものである。現在，世界の民族は，文明の一定水準に達しうる生物学上同じような可
もちろん，能性をもっていると考えられている。民族優越意識は，生物学的に相反するものである。 J(P.34) 
ブルーナーの諸論文のいたると乙ろに見つけだすζ とができるし，彼の研究の基文化の役割の重要性については，
「文化まとまった文化論としては，盤iζは絶えず文化の問題が深く位置づけられているといっても過言ではなし、。
的差異に関する理論序説J(佐藤三郎訳編『人間の教育J誠信書房，所収)がある。
日Patternsof Growth "， P.9. Bruner， J.S.， ⑬ 
Ibid.， p. 9. @ Ibid.， p.10. @ Ibid.， p. 10. @ Ibi d.， p.9. @ 
Ibid.， p.11. @ 
01 son， D・R.，and Brun er， J・S.，"Lea rn i ng th rough E玄per i enc e and Lea rn ing th rough Med ia" @ 
in The Sωenty-tんかdYearhook Of tんeNational Society foγtんeStuchj of Edvcation，Pa rt 1， 
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ブルーナーは，物理的活動における知識と技能との関係.を次め図のよう応あらわ
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しでも、る (Ibid.，p. 130)。
Activities or Experiences 
t re e 
th rowi ng 
????????
?????
? representation 
linguistic 
locomoもion 
、
knowledge skills 
~. Ibid.， p.131・
~ Bruner， J..S.， 01 ver， R・Eしand 0 r e e n fie 1d， P・M.，Studies tn Coタ~ttt v e Growtん，N ew Y 0 r k : Jh 0 n 
VViley & Sons， 1966. (邦訳『認識能力の成長J上，下，明治図書)
⑬ 01 son， D. R. and Brun er， J. 8.，“ Learning through Experience and Learning through Mediaぺ
p. 182-
⑬ 1 b id.， p. 132・ 異なった経験様式でも，知識(情報)は同じと ζろに集約されるという乙との説明として，ブ
• 
ルーナーは次のような一例をあげている。 i実際lζ一頭のしま馬を見るという経験と， tしま馬とは，体に縞のあ
る馬のような動物だ"という説明を聞く経験とを比べてみよう。識別の行為てe見つけられたと同じ特徴が，説明の
中に明示されている。従って，両者は情報的には同等のものであるし，両者とも，しま馬.馬，動物などの基本概
念を錨く乙とができる。しかしだからといって，今のべた乙とは，それぞれの経験様式が各自のユニークきを残し
ていないというのでなくて，共通の栂造をも共有しているということを指摘したにすぎないのであるJ(Ibid.， 
p. 188)と。
⑮ 1 b i d.， p. 1 a・ @Ibid.， p. 188・⑫ Ibid.，p. 183・⑬ Ibid.，p. 133・
@ Ib id.， p. 134. ブルーナーは予備的なしかたであるが，とことわって， i知識と技能の獲得と，それらが引き
出される経験の形態とについて」の図式化を以下のように試みている (Ibid.，p. 134)。
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易 'Dlrected
(instructional) 、describing ••• 
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Extractien drawing 
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-Models 
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‘ 
1 b id.， p.150. 
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